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研究成果の概要：アブラムシの生物的防除の効果を阻害する高次寄生蜂  Dendrocerus 
carpenteri の行動を操作する目的で、本種が産卵時に用いるマーキング物質の化学的特性を評

価した結果、産卵行動を阻害する 5 つの分画の存在が明らかになった。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 
 
研究分野：農学 
科研費の分科・細目：農学・応用昆虫学 
キーワード：生物的防除。寄生蜂、行動 
 
１．研究開始当初の背景 D. carpenteri に寄生された寄主からメタノ

ールを用いてマーキング物質を抽出し、高速
液体クロマトグラフィーにより分画した画
分溶液に対する D. carpenteri の忌避反応を
評価した。 

ア ブ ラ ム シ の 高 次 寄 生 蜂 Dendrocerus 
carpenteri はアブラバチの主要な死亡要因
になることがあるため、アブラムシの生物的
防 除 に お い て 問 題 視 さ れ て い る 。 D. 
carpenteri が産卵時に用いるマーキング物
質を特定できれば本種の産卵行動を阻害し、
生物的防除の効果を高めることができるか
もしれない。 

 
４．研究成果 
行動観察により、産卵忌避を引き起こす２つ
の画分と産卵を促す 1つの画分が検出された。
忌避反応を引き起こす２つの画分をさらに
５つに分画し活性を評価する実験を行った
ところ、新たに、接触や産卵の忌避を引き起
こす 3つの画分が検出され、マーキング物質
は触角での確認なしで感知できる揮発性の
物質と、触角で確認しなければ感知すること
ができない非揮発性の物質から構成される

 
２．研究の目的 
D. carpenteri のマーキング物質の抽出液か
ら活性画分を分離し、マーキング物質の特性
を明らかにすることを目的に室内実験を行
った。 
３．研究の方法 



ことが明らかとなった。 
 本研究に用いた高次寄生蜂 D. carpenteri
は、世界中に分布し、主要なアブラムシ害虫
の天敵種のほとんどを攻撃する経済的に重
要な種である。このため、本研究の成果は、
作物や栽培形態（施設や露地など）を問わず、
世界中の主要なアブラムシ害虫に広く適用
可能な技術基盤となり、きわめて大きな波及
効果が期待できる。 

本研究はマーキング物質の製剤化や圃場
への適用など実用に向けた研究につながり、
環境に配慮した新たな害虫防除資材や製剤
の開発を触発するものとなる。この点は、学
術的な成果にとどまらず、社会的にも大きな
インパクトを与えるものと考えられる 
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